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「情報Ⅰ」を教えるための準備
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× 高校情報科の改革
△ 初等中等教育の改革
〇 日本の情報教育の改革



共通教科情報科の変遷

情報Ａ

情報Ｂ

情報Ｃ

情報活用の実践力重視

情報の科学的理解重視

情報社会に参画する態度重視

社会と情報

情報の科学

情報Ⅰ

20%

80%

現在の科目選択の状況

情報の科学

社会と情報

情報Ⅱ
選択科目

共通必履修科目

教科設置当初
３科目から１つ選択

現行学習指導要領
２科目から１つ選択

新学習指導要領
全員が情報Ⅰを履修
情報Ⅱを設置
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プログラミングを
内容に含む科目

※産業教育についてはより専門的な科目群で構成される専門教科情報科を設置

新学習指導要領における情報教育
•小中高で統計教育を強化
•情報教育は小中高で体系的に全員に対して行う
•情報活用能力はすべての教科・科目等で重視
•プログラミングは小中高ともに全員が学ぶ
•小学校：教科等の学習の中でプログラミングを体験
•中学校：技術・家庭で従来の計測・制御に加えて
ネットワークを活用したプログラミングを追加

•高校：新科目「情報Ⅰ」で問題の発見と解決のため
にプログラミングを活用

•連携：統計教育で「情報Ⅰ」と「数学Ⅰ」が連携
•発展：データサイエンスを含む発展的選択科目「情
報Ⅱ」を準備 ※「数学Ｂ」と連携



情報の科学的な理解
• 情報活用の基礎となる情報手段の特性の理解と，情報を適
切に扱ったり，自らの情報活用を評価・改善するための基
礎的な理論や方法の理解

• 小学校
• 情報手段の特性の理解
• 基本的な操作，教科の中でプログラミング

• 中学校
• 基本的な情報処理の仕組み，情報通信ネットワーク
• 計測・制御のプログラミング
• ネットワークを用いた双方向性のあるプログラミング

• 高校
• 問題を発見・解決する方法
• 情報デザイン，プログラミング，データの扱い

仕組みを知り，適切に活用できること

総合科学技術・イノベーション会議（第43回）20190418 ＡＩ戦略(人材育成関連)より



これからの時代に必要な力

例えば移動のテクノロジーが発達した現在，
どこかに出かける時に
「テクノロジーを使わない」
という選択ができるだろうか？
現在，そしてこれからのテクノロジーについて
我々は同様のことを考える必要がある
今，その準備をしなければならない



事務仕事の多くが
自動化される

車の運転が
自動化される

スーパーのレジが
自動化される

ロボットによって
かなり多くの仕事が
自動化される

自動化・
自律化による
社会構造の
変化への対応

Society4.0 → Society5.0

Society5.0−ともに創造する未来−日本経済団体連合会



Society5.0−ともに創造する未来−日本経済団体連合会

育成すべき資質・能力の三つの柱

どのように社会・世界と関わり、
よりよい人生を送るか

何を理解しているか
何ができるか
知識・技能

理解していること・できる
ことをどう使うか

思考⼒･判断⼒・表現⼒等

学びに向かう⼒
人間性等

「確かな学力」「健やかな体」「豊かな心」を
総合的にとらえて構造化
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どのよう
に学ぶか
どう評価
するか

カリキュラム・
マネジメントの

充実

態度＋自己調整力



発達段階に応じた情報教育

小学校

基本的な文字入力 基本的な情報機器
の操作能力

プログラミングの
体験（算数，理科，
総合，他）

・発達段階に応じた指導
・バランスの取れた指導
・６年間を見通した指導





プログラミングに関する
学習活動の分類

中学校
情報の

科学的な理解
（２進数など）

計測・制御
のプログラミング

ネットワークを活用した
双方向性のあるコンテン
ツのプログラミング

・主に技術分野における指導
・情報の科学的な理解
・簡単なプログラミング



計測・制御のプログラミング

宮城教育大学 安藤教授



「情報Ⅰ」教員研修用教材紹介
・第１章 問題の発見・解決の例
・第２章 情報デザインの例
・第３章 プログラミングの例
・第４章 ネットワークの例

データ活用の例
https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/zyouhou/detail/1416756.htm

第１章 問題の発見・明確化・問題解決の流れ



第１章 情報セキュリティ（ファイアウォール）

第１章 情報技術の発展

社会が変化

働き方が変化

AI ﾛﾎﾞｯﾄ

生活が変化

家電 決済



第２章 コミュニケーションの説明

第２章 情報の構造化



第２章 プロトタイプ（機能のデザイン）

「情報Ⅰ」教員研修用教材サンプル

「外部装置」の例としてMicro:bit

中学校の計測・制御との接続に配慮
授業を実施するための準備が必要

第３章 Web上の実行環境の例（microbit.org/ja/）端末にインストールの必要なし



第３章 Web上の実行環境の例（Google Colaboratory）端末にインストールの必要なし

オンラインのプログラミング環境でも大丈夫

第３章 端末にインストールした実行環境の例（Anaconda3のJupiter Notebook）

実行結果

ネットワーク環境が安定しない場合は，
環境をインストールしてもよい



第４章 ネットワーク（家庭内LANを例に考える）

身近なことからはじめるとよいのでは？

「情報Ⅰ」教員研修用教材サンプル

中学校で習うこと↓や背景として必要なこと↑も記載

第４章 データの活用



「情報Ⅰ」教員研修用教材サンプル

数学的内容は図解を多用しわかりやすく説明
第４章 データの活用

「情報Ⅱ」教員研修用教材
https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/zyouhou/detail/mex
t_00742.html

• 表紙,はじめに,目次,序章 (PDF:2.8MB) PDF

• 第1章情報社会の進展と情報技術 (PDF:8.6MB) PDF

• 第2章コミュニケーションとコンテンツ (PDF:9.7MB) 
PDF

• 第3章情報とデータサイエンス前半 (PDF:7.3MB) PDF

• 第3章情報とデータサイエンス後半 (PDF:7.6MB) PDF

• 第4章情報システムとプログラミング (PDF:4.2MB) PDF

• 第5章情報と情報技術を活用した問題発見・解決の探
究 , 巻末 (PDF:4.1MB)



共通必履修科目
情報Ⅰ

選択科目
情報Ⅱ

情報産業と社会

情報の表現と管理

情報テクノロジー

情報セキュリティ

共通教科情報科 専門教科情報科

共通的分野の科目群
情報システムのプログラミング

ネットワークシステム
データベース

情報システム分野の科目群

情報デザイン
コンテンツの制作と発信
メディアとサービス

コンテンツ分野
の科目群

課題研究
情報実習

総合的科目

共通教科情報科と専門教科情報科の接続

文部科学省で教科書作成

情報科実践事例集(仮)

• 2020年度作成
• 2021年度発行

お願い
・教材は公開を前提に作成する（著作権等配慮）
・公開可能な授業風景をとっておく
・私からの連絡が来たら断らない
・教材は秋口までに作成しておく



デジタルツールを使ったデザイン
https://spark.adobe.com/page/w5yV8wfSBRP08/

文部科学省以外の教材−Adobe社

「情報Ⅰ」動画教材(仮)

URL近日公開（プレスリリース予定）

第３章について以下の作成を決定
・教材の全体概要
・基本的なプログラミング
・アルゴリズム
・モデル化とシミュレーション

第４章についても計画中

文部科学省以外の教材−情報処理学会



プログラミング環境
Micro:bit
オンライン環境（言語）：Python,JavaScrit,Scratch）
https://archive.microbit.org/ja/

オフライン環境（言語：Python） ※説明は英語
https://codewith.mu/

Python
オンライン環境（Googleアカウント必要）
https://colab.research.google.com/notebooks/welcome.ipynb?hl=ja

オフライン環境（説明は英語）
https://www.anaconda.com/

準備として
• まずは，「情報Ⅰ」教員研修用教材
• 情報処理学会作成の動画も有効
• 自宅ではオフライン環境も試そう
• 触ってみないとわからない
• Micro:bitは以外に奥が深い
• 授業をイメージしてみよう
• 必要なものを書き出そう
• プログラミング以外の準備も忘れずに
• 「R」も勉強しておくとよい
• 「情報Ⅱ」も見ておくと「情報Ⅰ」が深まる
• できることから実践してみよう


